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お，修理や取替えは瞬時に終了するものと仮定する．   
これに対して，オプションA2の下で，保証期間後  

の故障回数を穐とするとト鳩は次式を満たす．  

1．はじめに   

製品の保証は企業の競合戦略において重要な要素と  

なっている．現在，家電のような製品はその故障に対  

してメーカによって1年間保証されていることが多い．  

また，家電製品を販売する小売業者の中には顧客と独  
自に保証契約【1】を結ぶ業者も少なくない・本研究で  

は，保証期間中の最初のた回目までの故障に対して  
取替えを行うという保証契約【2】に対して，顧客と小  

売業者それぞれの最適戦略を明らかにする．  

2．モデル   

システム導入後の保証期間をT（＞0），運用計画期  

間をr（＞丁）とする・保証期間中（0，丁】にシステムが  

故障すれば小売業者が無料で保守を行う．保証期間後  
（T，r】にシステムが故障した場合には各故障に対して  

C。（＞0）の料金で保守を行う．′ト売業者は顧客に以下  

の3種類のオプションを提供していると仮定する．  

（1）オプションAl小売業者は契約料金島（＞0）  
を追加することで保証期間中の最初た（た＝1，2，…）  

回目までの故障に対して無料で取替えを行う．保証期  

間中のた＋1回目以降の故障に対しては無料で保守を  

行う．保証期間後は各故障につきGの料金で保守を  
行う．  

（2）オプションA2 ′小売業者は保証期間中の故障  
に対しては無料で保守を行い，保証期間後は各故障に  

つきGの料金で保守を行う．  

（3）オプションAo システムを購入しない．   

オプションAlの契約の下では，た回目までの故障  

に対して小売業者は無料で取替えを行う．しかし，こ  

れ以外の故障に対しては′ト修理を行い，保守彼のシス  

テムの信頼度は故障前のそれと等しくなると仮定する．  

項● 

後の故障回数をⅣ1とする．このときⅣ1は  
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3．顧客の期待効用   
ここでは，Al，A2，Aoの3種類のオプションを  

選択した場合の顧客の期待効用を導出する．オプショ  

ンAたを選択したときの顧客の金銭的利潤を山（Aた），  

た＝0，1，2と書き，効用を叫山（Aた）】，た＝0，1，2と  
書くこととする．以下では，顧客の効用関数として次  

式で与えられる絶対的危険回避慶一定の効用関数を適  

用する．   

叫（ん】＝［1－e一叫Aた）】／β，β＞0（3）  

なお，βは顧客のリスクに対する態度を表し，式（3）  

の効用関数をもつ顧客は危険回避的な主体である．   

オプションAlを選択したとき，保証期間中の最初  

のた回目までの故障に対しては無料で取替えが実施  

される．更に，保証期間中のた＋1回目以降の故障に  
対しては無料で，保証期間後の故障についてはC．の  
費用で／J、修理を行うこととなる．システムの導入費用  

を鳥（＞0）とすると，顧客にかかる費用はシステム  

導入費用鳥，取替保証契約費用鳥，及び保証期間後  
の保守費用G爪となる．システムの運用によって得  

られる単位時間当りの収益をR（＞0）とする．式（1），  

（3）より，オプションAlを選択したときの顧客の期  
待効用は次式となる．   

叫び（Al；鳥，G）】   

＝㍍1ペーβ（即一鳥一鳥） ［e‾頼‾eβC■）可丁）   
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なお，P（〇）＝ガ（r－∬トガ（T－ご），〔≡ガ（rトガ（丁）  

と定義する．叩）＝1－e‾坤）は初回の故障分布関  

数であり和）＝1－ダM，J（t）＝d叩）仲である．  
J（た）（t）はJ（t）のた畢たたみこみである．   

オプションA2において，システムの運用により発  

生する収益はオプションAlのときと同様である．顧  
客にかかる費用はシステムの導入費用鳥と保証期間  

後の保守費用G〃2である・したがって，式（2），（3）  

より，オプションA2を選択したときの顧客の期待効  
用は次式となる．  

β【U（A2；島，C．）1  
＝ 帥－e－β仰一鳥卜抑－e叩り】（5）  
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を満たす．ここで，〝（りは非同次ポアソン過程の平  

均値関数であり，岬′（f）】′＝ん′（t）＞0を仮定する・な  
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このとき，顧客の最適戦略A■（鳥，C．）は次式となる・  オプションAoを選択した場合，つまりシステムを購  

入しなかった場合，顧客には収益も費用も発生しない・  

したがって，顧客の期待効用は叫び（Ao；島，C．）】＝0  

となる．  

4．小売業者の期待利益   
顧客がオプションAた（た＝0，1，2）を選択したとき  

の小売業者の期待利益をβ【汀（ち，C。；Aた）】と書くこと  

とする．このとき，β【訂（鳥，G；Aた）Iはそれぞれ   

β【汀（鳥，G；Al）】   
＝ 

描，′（佃血  
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E匝（鳥，C．；A2）】＝岬（Tトガ（ナ）】C．－∬（r）G（7）  

β【汀（鳥，G；Ao）】＝0  （8）  

となる．なお，G（＞0）はノJ、売業者の小修理費用であ  

り，〆り（t）は分布関数叩）のi重たたみこみである・   

5．最適戦略  

5．1顧客の最適戟略  

はじめに，オプションAlと A2の比較を行う．  

叫び（Al；鳥，G）】＝呵Ⅳ（A2；島，G）】としてこれを  

鳥に関して解くと，次式の無差別曲線が得られる・  

鳥＝貴卜持－eβC■卜1n．【e‾叶トァβC■）戸M   
＋∑Eさ∬e一刷（トeβC■）J（‘）（ご）可丁－エ）血   

＋∬e一夕叫1－eβC’ ）J（憮）叫） （9）  

式（9）の右辺を中1（C。）と書く・このとき中1（C；）．は  

C。に関して単調増加関数である．   

次に，且【U（Al；鳥，島）】こ0を‘為について解き鳥  

の留保価格を中2（C。）とすると，   

中2 

±好一一鳥一拍〔e叫1‾eβC■呵T）   

＋∑ご∬e一 
戸（小一eβCJ）／（り（ヱ）戸（T－わ血   

＋∬e 一戸（叫‾eβC■）J（た）（ご）叫   （10）  

となる．中2（C．）はGに関して単調減少である．・   

零羊，β【U（A2；鳥，C8）】＝0としてGの留保価格  

をqとすると  

琵＝錘［撃 ・1】 
（11）  

となり，琵は鳥軸と平行な直線となる．ここで，  

ni（五＝0，1，2）を以下で定義する・  

（ 
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A2 汀（鳥，G）∈n2 （12）  

Ao if（鳥，G）∈no  
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5．2小売業者の最適戦略   

小売業者の最適戦略は顧客の反応を考慮したうえで  

自身の如待利益が最大となるような（汽q）の組み合  
わせである．  

（1）オプションAlのとき（島，G）∈nlのとき，  
顧客はオプションAlを選択し，このときの小売業者  

の期待利益は式（6）で与えられる．式（6）をた，G  
に関して偏微分するとそれぞれ正となることから，小  
売業者の期待利益は中2（C。）上のある1点において最  
大となる．ここで，式（10）を式（6）の為に代入し，  

これをⅡ（C．）と書くこととすると，Ⅲ（q）は   

Ⅱ（C．）   
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1n【e－iトeβC■）可丁） か 

∑
け
J
O
 
 

＋   

＋  

崇∬e一刷（1－eβC■）J（り（ご凧ナー可血  

e一戸（坤－eβC‘）J（た矩）叫  
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＋∑崇∬叫r一可J（i）（〇）可丁－〇）叫（13）  

となる．なお，Ⅲ（G）の単調性を解析的に示すことは  

困難である．  

（2．）オプションA2のとき（島，C。）∈n2のと、き，  
顧客の選択はオプションA2となり，′ト亮業者の期待  

利益は式（7）で与えた・式（7）をGに関して微分す  
ると正となる．したがって，′ト売業者の期待利益を最  

大にするのはC；→琵－0かつぢ＞中2（C；）のと  
きである．  

（3）オプションAoのとき（島，C。）∈－nOのとき，  
顧客はオプションA。を選択する．このとき，、小売業  

者は自身の期待利益を制御することはできない．   

以上のことから，顧客がオプション、AlまたはA2  

を選択した場合の小売業者の期待利笹が少なくとも一  

方でも正となる場合，自身の期待利益が最大となるオ  
プションを顧客に選択させることが小売業者の最適戦  

略となる．   

なお，紙数の都合上，数値例は当日発表させて頂く．  
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